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1.1 本研究の背景 
 
 
図1.1-1 水戸市から自他市町村への所得分配（平成22年度） 
 
 
図1.1-2 横浜市から自他市町村への所得分配（平成22年度） 
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 現在，空間応用一般均衡モデル（以下，SCGE モデル）や応用都市経済モデル（以下，
CUEモデル）を用いてなされている研究は以下に述べるような問題を抱えている．それは，
労働者が従業地で得た所得を全て従業地で消費していると仮定しているということであり，
地域にもよるが（図 1.1-1，図 1.1-2はそれぞれ平成 22年度の水戸市，横浜市の場合）実際
には常住地で労働所得を消費している割合は全体の 60~75％ほど存在するということであ
る． 
したがって，今後 SCGE モデルや CUE モデルを用いた研究の精度をさらに高くするた
めには，都市間の所得分配もモデル化することが望ましいといえる．都市間の所得分配も
モデル化するためには，都市間所得分配の特性を把握する必要がある． 
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1.2 既往研究 
 
 既往研究として，小池ら（2014）の“市区町村単位の SCGEモデルを用いた東日本大震
災の経済被害の空間的把握”を読み込んだ．小池ら（2014）の研究では，東日本大震災で
は津波の被害が大きく，被災地域においても沿岸部と内陸部では被害の程度が大きく異な
るが，現状では地域の分割が最も細かいものでも都道府県単位であり，このような違いを
考慮した地域別の経済被害の分析が十分になされていないという背景があり，これを受け
て，地域分割の単位を市区町村単位（2342 地域）にし，地域間の財の輸送費用や移出入を
考慮した SCGE モデルを用いて，東日本大震災の経済被害を空間的に把握することを目的
としている． 
しかしながら，小池ら（2014）の研究では，経済データを作成する際に都市間の所得分
配の実態までは考慮していない．したがって，SCGEモデルや CUEモデルを用いた他の研
究においてもいえることだが，都市間の所得分配もモデル化することで，さらに SCGE モ
デルや CUEモデルの精度を高めることができる． 
 
 
1.3 本研究の目的 
 
 以上の背景および既往研究の項目では，SCGEモデルや CUEモデルの精度向上のために
は，都市間所得分配のモデル化が必要であることを述べた．都市間所得分配をモデル化す
るためには，都市間所得分配の特性を把握することが不可欠である．したがって，本研究
では都市間所得分配の特性を把握することを目的とする．また，総務省統計局では都市間
所得分配のデータは非公開となっているため，都市間所得分配のデータを作成することも
本研究の目的となる． 
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1.4 本論文の構成 
  
 本論文は全 5章から構成され，以下の内容で進めていく． 
 
第 1章：序論 
  この章では，研究の背景を整理し，本研究の意義・目的を示す． 
 
第 2章：都市間所得分配データの作成について 
  都市間所得分配データは非公開となっているため，この章では，都市間所得分配データ
の作成方法等について示す． 
 
第 3章：分析手法 
  この章では，本研究で用いる分析手法について示す． 
 
第 4章：分析結果 
  この章では，第 3 章で述べた分析手法に則って分析を行い，得られた分析結果およびそ
の結果に関する考察を示す．  
 
第 5章：結論・今後の課題 
  この章では，本研究のまとめとして，結論や今後の課題について示す． 
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2.1  都市間所得分配データの作成方法 
 
 総務省統計局では都市間所得分配のデータは非公開としている．したがって，本研究で
は都市間所得分配データを作成する必要があった．本研究では，市町村の所得データと通
勤データから都市間所得分配データを推定することとする．推定手法としては，市町村の
所得データを通勤データの比率で分配するという方法を用い，本研究ではこれを都市間所
得分配のデータとして取り扱うものとする．都市間所得分配のデータは一面的な研究にな
ることを避けるため，各市町村を基準として自他市町村に分配されていく所得データと各
市町村を基準として自他市町村から集積されてくる所得データを作成した．都市間所得分
配のデータについては，自地域内で所得分配が完結しているものの割合を自市町村率，所
得が各県の県庁所在地から流れ込んでくる割合を県庁所在地率，それ以外の割合をその他
率と呼称することとする．以下に示す図 2.1-1，図 2.1-2 はそれぞれ各市町村を基準として
自他市町村に分配されていく都市間所得分配データ，各市町村を基準として自他市町村か
ら集積されてくる都市間所得分配データのサンプルである． 
 
 
図 2.1-1 さいたま市から自他市町村への所得分配（平成 22 年度） 
（各市町村を基準として自他市町村に分配されていく都市間所得分配データ） 
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図 2.1-2 自他市町村から川口市への所得分配（平成 22 年度） 
（各市町村を基準として自他市町村から集積されてくる都市間所得分配データ） 
 
 
また，図 2.1-2を自市町村率，県庁所在地率，その他率を用いて表すと，以下に示す図 2.1-3
のようになる． 
 
 
図 2.1-3 自他市町村から川口市への所得分配（平成 22 年度） 
（自市町村率，県庁所在地率，その他率を用いて表したもの） 
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2.2  市町村の所得データ 
 
市町村の所得データとしては，総務省統計局が発行している“統計でみる市区町村のす
がた”から平成 22年度の各市町村の課税対象所得のデータを収集した． 
 
 
2.3  市町村の通勤データ 
 
市町村の通勤データとしては，総務省統計局が発行している“国勢調査 従業地・通学
地集計 従業地・通学地による人口・産業等集計”から平成 22 年度の各市町村の 15 歳以
上就業者のデータをピックアップして収集した． 
 
 
2.4  地域選定およびその基準 
 
本研究ではタイトルの通り首都圏における都市間所得分配の実態を分析することが目的
であるため，対象地域は 7県 59 市町村とした．対象地域の内訳は以下に示す通りである． 
 
 茨城県（笠間市，ひたちなか市，那珂市，茨城町，大洗町，城里町） 
 栃木県（鹿沼市，日光市，真岡市，さくら市，下野市，上三川町，芳賀町，壬生町， 
塩谷町，高根沢町） 
 群馬県（高崎市，桐生市，伊勢崎市，沼田市，渋川市，吉岡町，昭和村，玉村町） 
 埼玉県（川越市，川口市，春日部市，上尾市，越谷市，蕨市，戸田市，朝霞市， 
志木市，富士見市，蓮田市，白岡町） 
 千葉県（茂原市，佐倉市，東金市，習志野市，市原市，八千代市，四街道市，八街市， 
大網白里町） 
 神奈川県（川崎市，横須賀市，鎌倉市，藤沢市，逗子市，大和市） 
 山梨県（山梨市，北杜市，甲斐市，笛吹市，中央市，市川三郷町，昭和町， 
富士河口湖町） 
 
地域選定については，東京都と周辺県，周辺県の主要都市（県庁所在地）とそれに接す
る市町村というように，都市間所得分配と地理的要因の因果関係を見る必要があると考え
たため，このような地域選定となった．  
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3.1  本研究で用いた分析手法について 
 
 本研究では，自市町村率，県庁所在地率，その他率といった都市間所得分配のデータと，
東京都からの距離，各県の主要都市からの距離といった距離的要因や各県庁の所得，各市
町村の所得といった都市の規模的要因との相関関係を見たかったため，分析手法として重
回帰分析を用いた．重回帰分析における各使用データは次項 3.2で示す． 
 
 
3.2  各使用データ 
 
分析の際に使用したデータについて，以下にパターン別に示す． 
 
 パターン 1 
 
○目的変数（被説明変数）：自市町村率 
 2章でも述べた通り，市町村の所得データと通勤データを用いて作成した都市間所得分配
データより，自市町村率を目的変数（被説明変数）として扱う． 
 
○説明変数 1：東京都からの距離 
 距離的要因として考えられる“東京都からの距離”を説明変数 1 として用いる．本研究
では，“東京都からの距離”は“東京都庁から各県庁までの距離”として扱う． 
 
○説明変数 2：各県の主要都市からの距離 
 距離的要因として考えられる“各県の主要都市からの距離”を説明変数 2として用いる．
本研究では，“各県の主要都市からの距離”は“各県庁から各市町村役場までの距離”とし
て扱う． 
 
○説明変数 3：各県庁の所得 
 都市の規模的要因として考えられる“各県庁の所得”を説明変数 3 として用いる．本研
究では，“各県庁の所得”は“各県庁の課税対象所得”として扱う． 
 
○説明変数 4：各市町村の所得 
 都市の規模的要因として考えられる“各市町村の所得”を説明変数 4 として用いる．本
研究では，“各市町村の所得”は“各市町村の課税対象所得”として扱う． 
第 3章 分析手法 
12 
 
 パターン 2 
 
○目的変数（被説明変数）：県庁所在地率 
2章でも述べた通り，市町村の所得データと通勤データを用いて作成した都市間所得分配
データより，県庁所在地率を目的変数（被説明変数）として扱う． 
 
○説明変数 1：東京都からの距離 
 距離的要因として考えられる“東京都からの距離”を説明変数 1 として用いる．本研究
では，“東京都からの距離”は“東京都庁から各県庁までの距離”として扱う． 
 
○説明変数 2：各県の主要都市からの距離 
 距離的要因として考えられる“各県の主要都市からの距離”を説明変数 2として用いる．
本研究では，“各県の主要都市からの距離”は“各県庁から各市町村役場までの距離”とし
て扱う． 
 
○説明変数 3：各県庁の所得 
 都市の規模的要因として考えられる“各県庁の所得”を説明変数 3 として用いる．本研
究では，“各県庁の所得”は“各県庁の課税対象所得”として扱う． 
 
○説明変数 4：各市町村の所得 
 都市の規模的要因として考えられる“各市町村の所得”を説明変数 4 として用いる．本
研究では，“各市町村の所得”は“各市町村の課税対象所得”として扱う． 
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 パターン 3 
 
○目的変数（被説明変数）：その他率 
2章でも述べた通り，市町村の所得データと通勤データを用いて作成した都市間所得分配
データより，その他率を目的変数（被説明変数）として扱う． 
 
○説明変数 1：東京都からの距離 
 距離的要因として考えられる“東京都からの距離”を説明変数 1 として用いる．本研究
では，“東京都からの距離”は“東京都庁から各県庁までの距離”として扱う． 
 
○説明変数 2：各県の主要都市からの距離 
 距離的要因として考えられる“各県の主要都市からの距離”を説明変数 2として用いる．
本研究では，“各県の主要都市からの距離”は“各県庁から各市町村役場までの距離”とし
て扱う． 
 
○説明変数 3：各県庁の所得 
 都市の規模的要因として考えられる“各県庁の所得”を説明変数 3 として用いる．本研
究では，“各県庁の所得”は“各県庁の課税対象所得”として扱う． 
 
○説明変数 4：各市町村の所得 
 都市の規模的要因として考えられる“各市町村の所得”を説明変数 4 として用いる．本
研究では，“各市町村の所得”は“各市町村の課税対象所得”として扱う． 
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以下に示す表 3.2-1は 7県 59市町村の自市町村率，県庁所在地率，その他率である． 
 
表 3.2-1 自市町村率，県庁所在地率，その他率に関する表（7県 59市町村） 
 
市町村コード 市町村名 自市町村率（％） 県庁所在地率（％） その他率（％）
8216 笠間市 59 17 24
8221 ひたちなか市 64 14 22
8226 那珂市 45 18 37
8302 茨城町 44 29 27
8309 大洗町 49 22 29
8310 城里町 48 25 27
9205 鹿沼市 69 19 12
9206 日光市 78 13 9
9209 真岡市 63 14 23
9214 さくら市 53 22 25
9216 下野市 53 13 34
9301 上三川町 42 27 31
9345 芳賀町 21 46 33
9361 壬生町 49 19 32
9384 塩谷町 51 14 35
9386 高根沢町 49 30 21
10202 高崎市 73 10 17
10203 桐生市 65 4 31
10204 伊勢崎市 66 10 24
10206 沼田市 75 4 21
10208 渋川市 64 15 21
10345 吉岡町 37 25 38
10448 昭和村 63 4 33
10464 玉村町 40 14 46
11201 川越市 49 5 46
11203 川口市 55 7 38
11214 春日部市 46 12 42
11219 上尾市 45 22 33
11222 越谷市 50 5 45
11223 蕨市 32 10 58
11224 戸田市 39 9 52
11227 朝霞市 39 3 58
11228 志木市 37 4 59
11235 富士見市 41 3 56
11238 蓮田市 38 21 41
11445 白岡町 37 16 47
12210 茂原市 53 15 32
12212 佐倉市 47 9 44
12213 東金市 43 18 39
12216 習志野市 37 11 52
12219 市原市 64 18 18
12221 八千代市 47 7 46
12228 四街道市 41 26 33
12230 八街市 41 15 44
12402 大網白里町 46 19 35
14130 川崎市 54 12 34
14201 横須賀市 62 22 16
14204 鎌倉市 50 21 29
14205 藤沢市 51 18 31
14208 逗子市 46 20 34
14213 大和市 41 20 39
19205 山梨市 57 14 29
19209 北杜市 76 6 18
19210 甲斐市 51 24 25
19211 笛吹市 59 21 20
19214 中央市 41 24 35
19346 市川三郷町 51 14 35
19384 昭和町 28 31 41
19430 富士河口湖町 64 2 34
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以下に示す表 3.2-2は 7県 59市町村の東京都からの距離，各県の主要都市からの距離，
各県庁の所得，各市町村の所得を表したものである． 
 
表 3.2-2 東京都からの距離，各県の主要都市からの距離，各県庁の所得，各市町村の所得
に関する表（7県 59市町村） 
 
 
市町村コード 市町村名 東京都からの距離（km） 各県の主要都市からの距離（km） 各県庁の所得（千円） 各市町村の所得（千円）
8216 笠間市 110 14.6 376013251 90497714
8221 ひたちなか市 110 12.1 376013251 218091024
8226 那珂市 110 15.2 376013251 67976902
8302 茨城町 110 7.1 376013251 35341576
8309 大洗町 110 13.9 376013251 19595577
8310 城里町 110 18.2 376013251 22801633
9205 鹿沼市 107 13.2 751831065 122377704
9206 日光市 107 25.9 751831065 103928654
9209 真岡市 107 20.2 751831065 95671622
9214 さくら市 107 17.7 751831065 53367258
9216 下野市 107 19.5 751831065 88238525
9301 上三川町 107 15.1 751831065 40371435
9345 芳賀町 107 17.1 751831065 18667513
9361 壬生町 107 18.3 751831065 50182491
9384 塩谷町 107 26.2 751831065 13497397
9386 高根沢町 107 13.0 751831065 42009068
10202 高崎市 105 9.9 456385030 487986478
10203 桐生市 105 26.3 456385030 142517864
10204 伊勢崎市 105 16.3 456385030 244251337
10206 沼田市 105 33.6 456385030 55184985
10208 渋川市 105 13.8 456385030 95283699
10345 吉岡町 105 8.9 456385030 23432538
10448 昭和村 105 32.9 456385030 8790537
10464 玉村町 105 12.8 456385030 45679738
11201 川越市 21.3 19.3 2101142031 500968510
11203 川口市 21.3 9.7 2101142031 862003716
11214 春日部市 21.3 18.8 2101142031 325960900
11219 上尾市 21.3 15.1 2101142031 331761548
11222 越谷市 21.3 15.2 2101142031 484439973
11223 蕨市 21.3 4.9 2101142031 110645680
11224 戸田市 21.3 5.7 2101142031 206591203
11227 朝霞市 21.3 10.0 2101142031 217140904
11228 志木市 21.3 7.3 2101142031 118981066
11235 富士見市 21.3 10.6 2101142031 159941342
11238 蓮田市 21.3 17.8 2101142031 96862615
11445 白岡町 21.3 20.8 2101142031 75975830
12210 茂原市 45.4 28.7 1562537127 124159670
12212 佐倉市 45.4 18.3 1562537127 284736666
12213 東金市 45.4 25.5 1562537127 73740942
12216 習志野市 45.4 13.1 1562537127 277586270
12219 市原市 45.4 13.8 1562537127 404882049
12221 八千代市 45.4 14.5 1562537127 298981970
12228 四街道市 45.4 9.2 1562537127 134001696
12230 八街市 45.4 21.6 1562537127 86192537
12402 大網白里町 45.4 22.1 1562537127 66158081
14130 川崎市 30.8 13.0 6781947352 2629762032
14201 横須賀市 30.8 24.5 6781947352 629835735
14204 鎌倉市 30.8 19.8 6781947352 361805177
14205 藤沢市 30.8 20.5 6781947352 713117728
14208 逗子市 30.8 21.2 6781947352 115231880
14213 大和市 30.8 19.8 6781947352 359589990
19205 山梨市 122 12.8 256753002 41125260
19209 北杜市 122 21.1 256753002 52320894
19210 甲斐市 122 5.9 256753002 95139531
19211 笛吹市 122 7.1 256753002 76873442
19214 中央市 122 9.2 256753002 39456285
19346 市川三郷町 122 14.1 256753002 18528511
19384 昭和町 122 5.4 256753002 24623787
19430 富士河口湖町 122 34.0 256753002 31855917
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3.3  残差について 
 本研究では，前項 3.1で示したように，自市町村率，県庁所在地率，その他率といった都
市間所得分配のデータと，東京都からの距離，各県の主要都市からの距離といった距離的
要因や各県庁の所得，各市町村の所得といった都市の規模的要因との相関関係を見るため
に重回帰分析を行うが，その際に残差を用いる．残差とは，分析において使用した変数で
は考慮出来ていない部分を示している．残差は下記の(1)式で示したように，実測値と分析
によって推定された予測値の差分で表されるものと定義する． 
 
𝒆𝒊 = 𝑦𝑖 − 𝑦 ̂𝑖     (𝑖 = 1, ⋯ , 𝑝) (1)  
 
𝑦𝑖：実測値 ，𝑦 ̂i：重回帰分析による予測値 ，𝒆𝒊：残差 とそれぞれ定義する． 
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4.1  最初に 
 
 本章では，以下に示す地域（7 県 59 市町村）について，平成 22 年度のデータを元に重
回帰分析を行った結果および考察を示す． 
 
 茨城県（笠間市，ひたちなか市，那珂市，茨城町，大洗町，城里町） 
 栃木県（鹿沼市，日光市，真岡市，さくら市，下野市，上三川町，芳賀町，壬生町， 
塩谷町，高根沢町） 
 群馬県（高崎市，桐生市，伊勢崎市，沼田市，渋川市，吉岡町，昭和村，玉村町） 
 埼玉県（川越市，川口市，春日部市，上尾市，越谷市，蕨市，戸田市，朝霞市， 
志木市，富士見市，蓮田市，白岡町） 
 千葉県（茂原市，佐倉市，東金市，習志野市，市原市，八千代市，四街道市，八街市， 
大網白里町） 
 神奈川県（川崎市，横須賀市，鎌倉市，藤沢市，逗子市，大和市） 
 山梨県（山梨市，北杜市，甲斐市，笛吹市，中央市，市川三郷町，昭和町， 
富士河口湖町） 
 
また，重回帰分析を行う際に 3 つのパターンに分けたので，そのパターン分けについて以
下に示す． 
 
 目的変数（被説明変数） 説明変数 
パターン 1 自市町村率 ・東京都庁から各県庁までの距離 
・各県庁から各市町村役場までの距離 
・各県庁の課税対象所得 
・各市町村の課税対象所得 
パターン 2 県庁所在地率 
パターン 3 その他率 
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4.2  重回帰分析結果（パターン 1） 
 
パターン 1は以下に示す通りに目的変数（被説明変数）と説明変数をとる． 
 
○目的変数（被説明変数）：自市町村率 
 2章でも述べた通り，市町村の所得データと通勤データを用いて作成した都市間所得分配
データより，自市町村率を目的変数（被説明変数）として扱う． 
 
○説明変数 1：東京都からの距離 
 距離的要因として考えられる“東京都からの距離”を説明変数 1 として用いる．本研究
では，“東京都からの距離”は“東京都庁から各県庁までの距離”として扱う． 
 
○説明変数 2：各県の主要都市からの距離 
 距離的要因として考えられる“各県の主要都市からの距離”を説明変数 2として用いる．
本研究では，“各県の主要都市からの距離”は“各県庁から各市町村役場までの距離”とし
て扱う． 
 
○説明変数 3：各県庁の所得 
 都市の規模的要因として考えられる“各県庁の所得”を説明変数 3 として用いる．本研
究では，“各県庁の所得”は“各県庁の課税対象所得”として扱う． 
 
○説明変数 4：各市町村の所得 
 都市の規模的要因として考えられる“各市町村の所得”を説明変数 4 として用いる．本
研究では，“各市町村の所得”は“各市町村の課税対象所得”として扱う． 
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 以下にパターン 1で重回帰分析を行った結果を貼付する． 
 
表 4.2-1 重回帰分析結果（パターン 1） 
 
 
表 4.2-1 から P－値に着目すると，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市から
の距離（説明変数 2），各市町村の所得（説明変数 4）は P－値が 0.05未満であるのに対し，
各県庁の所得（説明変数 3）は P－値が 0.393592 であるので，自市町村率（目的変数）と
各県庁の所得（説明変数 3）との相関関係は希薄であるといえる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
係数 標準誤差 t P-値 下限 95% 上限 95% 下限 95.0% 上限 95.0%
切片 27.19253 5.056093 5.37817 1.66E-06 17.05567 37.32939 17.05567 37.32939
東京都からの距離（km） 0.125874 0.042645 2.951645 0.004669 0.040375 0.211373 0.040375 0.211373
各県の主要都市からの距離（km） 0.764828 0.188073 4.066645 0.000156 0.387763 1.141893 0.387763 1.141893
各県庁の所得（千円） -9.1E-10 1.06E-09 -0.86 0.393592 -3E-09 1.22E-09 -3E-09 1.22E-09
各市町村の所得（千円） 1.3E-08 4.32E-09 3.010474 0.00396 4.34E-09 2.17E-08 4.34E-09 2.17E-08
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市町村名 予測値 残差 標準残差
笠間市 53.0383 5.961695 0.636931
ひたちなか市 52.78498 11.21502 1.198181
那珂市 53.20443 -8.20443 -0.87654
茨城町 46.58505 -2.58505 -0.27618
大洗町 51.58118 -2.58118 -0.27577
城里町 54.91162 -6.91162 -0.73842
鹿沼市 51.66117 17.33883 1.852431
日光市 61.13465 16.86535 1.801846
真岡市 56.66778 6.332216 0.676516
高根沢町 50.46339 -1.46339 -0.15634
壬生町 54.62324 -5.62324 -0.60077
下野市 56.03577 -3.03577 -0.32433
上三川町 52.04824 -10.0482 -1.07353
芳賀町 53.29574 -32.2957 -3.45039
さくら市 54.20575 -1.20575 -0.12882
塩谷町 60.18847 -9.18847 -0.98167
高崎市 53.9083 19.0917 2.039703
伊勢崎市 55.63458 10.36542 1.107412
渋川市 51.78589 12.21411 1.30492
玉村町 50.3762 -10.3762 -1.10856
桐生市 61.9603 3.039699 0.324753
沼田市 66.4082 8.591804 0.917924
昭和村 65.26968 -2.26968 -0.24249
吉岡町 47.10415 -10.1042 -1.0795
上尾市 43.81677 1.183228 0.126413
川口市 46.57999 8.420014 0.89957
春日部市 46.57123 -0.57123 -0.06103
越谷市 45.87811 4.121886 0.440371
白岡町 44.85101 -7.85101 -0.83878
蓮田市 42.82806 -4.82806 -0.51582
川越市 49.22878 -0.22878 -0.02444
富士見市 38.14134 2.858661 0.305411
志木市 35.08491 1.915087 0.204602
朝霞市 38.42605 0.573948 0.061319
戸田市 35.00014 3.999858 0.427333
蕨市 33.14096 -1.14096 -0.1219
市原市 47.29851 16.70149 1.78434
四街道市 40.25878 0.741217 0.07919
習志野市 45.10825 -8.10825 -0.86626
佐倉市 49.17831 -2.17831 -0.23272
八千代市 46.45716 0.542842 0.057996
八街市 49.12112 -8.12112 -0.86764
東金市 51.94207 -8.94207 -0.95535
大網白里町 49.24308 -3.24308 -0.34648
茂原市 55.04498 -2.04498 -0.21848
川崎市 69.00651 -15.0065 -1.60325
横須賀市 51.80248 10.19752 1.089474
藤沢市 49.82586 1.174145 0.125442
大和市 44.69452 -3.69452 -0.39471
鎌倉市 44.72332 5.276678 0.563745
逗子市 42.58856 3.411435 0.364468
甲斐市 48.06405 2.935954 0.313669
山梨市 52.63916 4.36084 0.4659
中央市 49.86408 -8.86408 -0.94701
笛吹市 48.74438 10.25562 1.095682
北杜市 59.13278 16.86722 1.802046
昭和町 46.76491 -18.7649 -2.00479
富士河口湖町 68.73301 -4.73301 -0.50566
市川三郷町 53.33967 -2.33967 -0.24996
 また，残差出力に関する表が以下に示す表 4.2-2である． 
 
表 4.2-2 予測値，残差，標準残差に関する表（パターン 1） 
 
                       表 4.2-2における予測値は重回帰分析 
                       の結果を元に導き出した値のことで，
自市町村率を予測したものである． 
                       また，残差は自市町村率の実測値と重
回帰分析によって推定された予測値と
の差分を表した値のことである．すな
わち，残差が 0に近いほど正確である
といえ，逆に残差が 0から離散してい
くほど不正確になっていくといえる．
次頁では残差を降順で並べた表を記載
する． 
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市町村コード 市町村名 残差 実測値（％） 予測値（％）
10202 高崎市 19.091698 73 53.908302
9205 鹿沼市 17.338827 69 51.661173
19209 北杜市 16.867221 76 59.132779
9206 日光市 16.865353 78 61.134647
12219 市原市 16.701494 64 47.298506
10208 渋川市 12.214105 64 51.785895
8221 ひたちなか市 11.215019 64 52.784981
10204 伊勢崎市 10.365418 66 55.634582
19211 笛吹市 10.255625 59 48.744375
14201 横須賀市 10.19752 62 51.80248
10206 沼田市 8.5918037 75 66.408196
11203 川口市 8.4200144 55 46.579986
9209 真岡市 6.3322163 63 56.667784
8216 笠間市 5.961695 59 53.038305
14204 鎌倉市 5.2766781 50 44.723322
19205 山梨市 4.3608403 57 52.63916
11222 越谷市 4.1218859 50 45.878114
11224 戸田市 3.9998579 39 35.000142
14208 逗子市 3.4114351 46 42.588565
10203 桐生市 3.0396985 65 61.960301
19210 甲斐市 2.9359544 51 48.064046
11235 富士見市 2.8586607 41 38.141339
11228 志木市 1.9150873 37 35.084913
11219 上尾市 1.1832275 45 43.816772
14205 藤沢市 1.1741449 51 49.825855
12228 四街道市 0.7412171 41 40.258783
11227 朝霞市 0.5739485 39 38.426052
12221 八千代市 0.5428424 47 46.457158
11201 川越市 -0.228784 49 49.228784
11214 春日部市 -0.571226 46 46.571226
11223 蕨市 -1.140963 32 33.140963
9214 さくら市 -1.205746 53 54.205746
9386 高根沢町 -1.463395 49 50.463395
12210 茂原市 -2.044981 53 55.044981
12212 佐倉市 -2.178312 47 49.178312
10448 昭和村 -2.269677 63 65.269677
19346 市川三郷町 -2.339673 51 53.339673
8309 大洗町 -2.581179 49 51.581179
8302 茨城町 -2.585051 44 46.585051
9216 下野市 -3.035772 53 56.035772
12402 大網白里町 -3.24308 46 49.24308
14213 大和市 -3.694524 41 44.694524
19430 富士河口湖町 -4.733011 64 68.733011
11238 蓮田市 -4.828062 38 42.828062
9361 壬生町 -5.62324 49 54.62324
8310 城里町 -6.911619 48 54.911619
11445 白岡町 -7.851012 37 44.851012
12216 習志野市 -8.108249 37 45.108249
12230 八街市 -8.121119 41 49.121119
8226 那珂市 -8.204425 45 53.204425
19214 中央市 -8.864082 41 49.864082
12213 東金市 -8.942075 43 51.942075
9384 塩谷町 -9.188466 51 60.188466
9301 上三川町 -10.04824 42 52.048244
10345 吉岡町 -10.10415 37 47.104154
10464 玉村町 -10.3762 40 50.376202
14130 川崎市 -15.00651 54 69.006514
19384 昭和町 -18.76491 28 46.764909
9345 芳賀町 -32.29574 21 53.295743
 以下に示す表 4.2-3が残差を降順で並べた表である． 
 
表 4.2-3 残差，実測値，予測値に関する表（残差降順）（パターン 1） 
 
                         次頁から残差を降順に並べた時の 
上位，下位 5位ずつをピックアッ 
プし，分析結果を考察していく． 
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 高崎市（群馬県） 
 
 重回帰分析結果の P－値から，自市町村率（目的変数）と各県庁の所得（説明変数 3）と
の相関関係は希薄であることがわかった．したがって，東京都からの距離（説明変数 1），
各県の主要都市からの距離（説明変数 2），各市町村の所得（説明変数 4）について見てい
く． 
 
市町村コード 市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要都
市からの距離
（km） 
各市町村の所得
（千円） 
10202 高崎市 4位／7位 
（昇順） 
2位／8位 
（県内） 
（昇順） 
1位／8位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 
群馬県の東京都からの距離は 4 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“遠い”といえる． 
 次に，高崎市の群馬県庁所在地からの距離は県内で 2位／8位（昇順）であるので，2点
間の距離は比較的“近い”といえる． 
 最後に，高崎市の所得は県内で 1位／8位（降順）であるので，高崎市の所得は比較的“高
水準”であるといえる． 
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 鹿沼市（栃木県） 
 
高崎市（群馬県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各市町村の所得（説明変数 4）について見ていく． 
 
市町村コード 市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要都
市からの距離
（km） 
各市町村の所得
（千円） 
9205 鹿沼市 5位／7位 
（昇順） 
2位／10位 
（県内） 
（昇順） 
1位／10位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 
栃木県の東京都からの距離は 5 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“遠い”といえる． 
 次に，鹿沼市の栃木県庁所在地からの距離は県内で 2 位／10 位（昇順）であるので，2
点間の距離は比較的“近い”といえる． 
 最後に，鹿沼市の所得は県内で 1 位／10 位（降順）であるので，鹿沼市の所得は比較的
“高水準”であるといえる． 
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 北杜市（山梨県） 
 
高崎市（群馬県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各市町村の所得（説明変数 4）について見ていく． 
 
市町村コード 市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要都
市からの距離
（km） 
各市町村の所得
（千円） 
19209 北杜市 7位／7位 
（昇順） 
7位／8位 
（県内） 
（昇順） 
3位／8位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 
山梨県の東京都からの距離は 7 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“遠い”といえる． 
 次に，北杜市の山梨県庁所在地からの距離は県内で 7位／8位（昇順）であるので，2点
間の距離は比較的“遠い”といえる． 
 最後に，北杜市の所得は県内で 3位／8位（降順）であるので，北杜市の所得は比較的“高
水準”であるといえる． 
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 日光市（栃木県） 
 
高崎市（群馬県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各市町村の所得（説明変数 4）について見ていく． 
 
市町村コード 市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要都
市からの距離
（km） 
各市町村の所得
（千円） 
9206 日光市 5位／7位 
（昇順） 
9位／10位 
（県内） 
（昇順） 
2位／10位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 
栃木県の東京都からの距離は 5 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“遠い”といえる． 
 次に，日光市の栃木県庁所在地からの距離は県内で 9 位／10 位（昇順）であるので，2
点間の距離は比較的“遠い”といえる． 
 最後に，日光市の所得は県内で 2 位／10 位（降順）であるので，日光市の所得は比較的
“高水準”であるといえる． 
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 市原市（千葉県） 
 
高崎市（群馬県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各市町村の所得（説明変数 4）について見ていく． 
 
市町村コード 市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要都
市からの距離
（km） 
各市町村の所得
（千円） 
12219 市原市 3位／7位 
（昇順） 
3位／9位 
（県内） 
（昇順） 
1位／9位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 
千葉県の東京都からの距離は 3 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“近い”といえる． 
 次に，市原市の千葉県庁所在地からの距離は県内で 3位／9位（昇順）であるので，2点
間の距離は比較的“近い”といえる． 
 最後に，市原市の所得は県内で 1位／9位（降順）であるので，市原市の所得は比較的“高
水準”であるといえる． 
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 東京都からの距離 
（km） 
各県の主要都市 
からの距離 
（km） 
各市町村の所得 
（千円） 
高崎市 
（群馬県） 
遠い 近い 高水準 
鹿沼市 
（栃木県） 
遠い 近い 高水準 
北杜市 
（山梨県） 
遠い 遠い 高水準 
日光市 
（栃木県） 
遠い 遠い 高水準 
市原市 
（千葉県） 
近い 近い 高水準 
 
 上にパターン 1 における残差の上位 5 位の分析結果のまとめを示した．重回帰分析の結
果，パターン 1の場合，東京都からの距離が“遠い”，各県の主要都市からの距離が“近い”，
各市町村の所得が“高水準”であるとき，残差が正方向に大きくなる可能性が高いという
ことがわかった． 
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 芳賀町（栃木県） 
 
高崎市（群馬県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各市町村の所得（説明変数 4）について見ていく． 
 
市町村コード 市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要都
市からの距離
（km） 
各市町村の所得
（千円） 
9345 芳賀町 5位／7位 
（昇順） 
4位／10位 
（県内） 
（昇順） 
9位／10位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 
栃木県の東京都からの距離は 5 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“遠い”といえる． 
 次に，芳賀町の栃木県庁所在地からの距離は県内で 4 位／10 位（昇順）であるので，2
点間の距離は比較的“近い”といえる． 
 最後に，芳賀町の所得は県内で 9 位／10 位（降順）であるので，芳賀町の所得は比較的
“低水準”であるといえる． 
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 昭和町（山梨県） 
 
高崎市（群馬県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各市町村の所得（説明変数 4）について見ていく． 
 
市町村コード 市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要都
市からの距離
（km） 
各市町村の所得
（千円） 
19384 昭和町 7位／7位 
（昇順） 
1位／8位 
（県内） 
（昇順） 
7位／8位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 
山梨県の東京都からの距離は 7 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“遠い”といえる． 
 次に，昭和町の山梨県庁所在地からの距離は県内で 1位／8位（昇順）であるので，2点
間の距離は比較的“近い”といえる． 
 最後に，昭和町の所得は県内で 7位／8位（降順）であるので，昭和町の所得は比較的“低
水準”であるといえる． 
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 川崎市（神奈川県） 
 
高崎市（群馬県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各市町村の所得（説明変数 4）について見ていく． 
 
市町村コード 市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要都
市からの距離
（km） 
各市町村の所得
（千円） 
14130 川崎市 2位／7位 
（昇順） 
1位／6位 
（県内） 
（昇順） 
1位／6位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 
神奈川県の東京都からの距離は 2 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7
位で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都から
は“近い”といえる． 
 次に，川崎市の神奈川県庁所在地からの距離は県内で 1 位／6 位（昇順）であるので，2
点間の距離は比較的“近い”といえる． 
 最後に，川崎市の所得は県内で 1位／6位（降順）であるので，川崎市の所得は比較的“高
水準”であるといえる． 
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 玉村町（群馬県） 
 
高崎市（群馬県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各市町村の所得（説明変数 4）について見ていく． 
 
市町村コード 市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要都
市からの距離
（km） 
各市町村の所得
（千円） 
10464 玉村町 4位／7位 
（昇順） 
3位／8位 
（県内） 
（昇順） 
6位／8位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 
群馬県の東京都からの距離は 4 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“遠い”といえる． 
 次に，玉村町の群馬県庁所在地からの距離は県内で 3位／8位（昇順）であるので，2点
間の距離は比較的“近い”といえる． 
 最後に，玉村町の所得は県内で 6位／8位（降順）であるので，玉村町の所得は比較的“低
水準”であるといえる． 
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 吉岡町（群馬県） 
 
高崎市（群馬県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各市町村の所得（説明変数 4）について見ていく． 
 
市町村コード 市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要都
市からの距離
（km） 
各市町村の所得
（千円） 
10345 吉岡町 4位／7位 
（昇順） 
1位／8位 
（県内） 
（昇順） 
7位／8位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 
群馬県の東京都からの距離は 4 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“遠い”といえる． 
 次に，吉岡町の群馬県庁所在地からの距離は県内で 1位／8位（昇順）であるので，2点
間の距離は比較的“近い”といえる． 
 最後に，吉岡町の所得は県内で 7位／8位（降順）であるので，吉岡町の所得は比較的“低
水準”であるといえる． 
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 東京都からの距離 
（km） 
各県の主要都市 
からの距離 
（km） 
各市町村の所得 
（千円） 
芳賀町 
（栃木県） 
遠い 近い 低水準 
昭和町 
（山梨県） 
遠い 近い 低水準 
川崎市 
（神奈川県） 
近い 近い 高水準 
玉村町 
（群馬県） 
遠い 近い 低水準 
吉岡町 
（群馬県） 
遠い 近い 低水準 
 
上にパターン 1 における残差の下位 5 位の分析結果のまとめを示した．重回帰分析の結
果，パターン 1の場合，東京都からの距離が“遠い”，各県の主要都市からの距離が“近い”，
各市町村の所得が“低水準”であるとき，残差が負方向に大きくなる可能性が高いという
ことがわかった． 
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4.3  重回帰分析結果（パターン 2） 
 
パターン 2は以下に示す通りに目的変数（被説明変数）と説明変数をとる． 
 
○目的変数（被説明変数）：県庁所在地率 
2章でも述べた通り，市町村の所得データと通勤データを用いて作成した都市間所得分配
データより，県庁所在地率を目的変数（被説明変数）として扱う． 
 
○説明変数 1：東京都からの距離 
 距離的要因として考えられる“東京都からの距離”を説明変数 1 として用いる．本研究
では，“東京都からの距離”は“東京都庁から各県庁までの距離”として扱う． 
 
○説明変数 2：各県の主要都市からの距離 
 距離的要因として考えられる“各県の主要都市からの距離”を説明変数 2として用いる．
本研究では，“各県の主要都市からの距離”は“各県庁から各市町村役場までの距離”とし
て扱う． 
 
○説明変数 3：各県庁の所得 
 都市の規模的要因として考えられる“各県庁の所得”を説明変数 3 として用いる．本研
究では，“各県庁の所得”は“各県庁の課税対象所得”として扱う． 
 
○説明変数 4：各市町村の所得 
 都市の規模的要因として考えられる“各市町村の所得”を説明変数 4 として用いる．本
研究では，“各市町村の所得”は“各市町村の課税対象所得”として扱う． 
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 以下にパターン 2で重回帰分析を行った結果を貼付する． 
 
表 4.3-1 重回帰分析結果（パターン 2） 
 
 
表 4.3-1 から P－値に着目すると，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市から
の距離（説明変数 2），各県庁の所得（説明変数 3），各市町村の所得（説明変数 4）は，と
もに P－値が 0.05 未満であるので，県庁所在地率については全体的にあてはまりがよいと
いえる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
係数 標準誤差 t P-値 下限 95% 上限 95% 下限 95.0% 上限 95.0%
切片 11.64367 3.834412 3.036625 0.003679 3.95614 19.33121 3.95614 19.33121
東京都からの距離（km） 0.116664 0.032341 3.607283 0.000676 0.051824 0.181504 0.051824 0.181504
各県の主要都市からの距離（km） -0.45 0.14263 -3.15502 0.002623 -0.73596 -0.16404 -0.73596 -0.16404
各県庁の所得（千円） 2.83E-09 8.05E-10 3.516338 0.000895 1.22E-09 4.45E-09 1.22E-09 4.45E-09
各市町村の所得（千円） -8E-09 3.27E-09 -2.43235 0.018346 -1.5E-08 -1.4E-09 -1.5E-08 -1.4E-09
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市町村名 予測値 残差 標準残差
笠間市 18.25057 -1.25057 -0.17618
ひたちなか市 18.3592 -4.3592 -0.61411
那珂市 18.15997 -0.15997 -0.02254
茨城町 22.06494 6.935065 0.976988
大洗町 19.13036 2.869639 0.404265
城里町 17.16982 7.83018 1.103088
鹿沼市 19.34083 -0.34083 -0.04801
日光市 13.77278 -0.77278 -0.10887
真岡市 16.40356 -2.40356 -0.3386
高根沢町 20.07102 9.928977 1.39876
壬生町 17.62091 1.379087 0.194281
下野市 16.77777 -3.77777 -0.5322
上三川町 19.13907 7.860933 1.107421
芳賀町 18.41195 27.58805 3.886508
さくら市 17.86554 4.134455 0.582448
塩谷町 14.35813 -0.35813 -0.05045
高崎市 16.84355 -6.84355 -0.9641
伊勢崎市 15.90508 -5.90508 -0.83189
渋川市 18.21672 -3.21672 -0.45316
玉村町 19.06185 -5.06185 -0.7131
桐生市 12.21545 -8.21545 -1.15736
沼田市 9.626122 -5.62612 -0.79259
昭和村 10.31069 -6.31069 -0.88903
吉岡町 20.99407 4.005934 0.564342
上尾市 10.64064 11.35936 1.600267
川口市 8.846868 -1.84687 -0.26018
春日部市 9.021841 2.978159 0.419553
越谷市 9.37944 -4.37944 -0.61696
白岡町 10.11316 5.886844 0.829318
蓮田市 11.29678 9.703221 1.366956
川越市 7.402776 -2.40278 -0.33849
富士見市 14.03431 -11.0343 -1.55448
志木市 15.84559 -11.8456 -1.66877
朝霞市 13.84868 -10.8487 -1.52832
戸田市 15.86772 -6.86772 -0.9675
蕨市 16.99199 -6.99199 -0.98501
市原市 11.92963 6.070374 0.855173
四街道市 16.15739 9.842609 1.386592
習志野市 13.25863 -2.25863 -0.31819
佐倉市 10.86167 -1.86167 -0.26227
八千代市 12.4582 -5.4582 -0.76893
八街市 10.95822 4.04178 0.569392
東金市 9.302404 8.697596 1.225287
大網白里町 10.89281 8.107191 1.142113
茂原市 7.46078 7.53922 1.062099
川崎市 7.643194 4.356806 0.613772
横須賀市 18.39908 3.600917 0.507285
藤沢市 19.53568 -1.53568 -0.21634
大和市 22.66679 -2.66679 -0.37569
鎌倉市 22.64915 -1.64915 -0.23233
逗子市 23.98329 -3.98329 -0.56115
甲斐市 23.19086 0.809138 0.113988
山梨市 20.51612 -6.51612 -0.91797
中央市 22.14942 1.850581 0.260703
笛吹市 22.79636 -1.79636 -0.25307
北杜市 16.69194 -10.6919 -1.50624
昭和町 23.97757 7.022427 0.989295
富士河口湖町 11.04995 -9.04995 -1.27493
市川三郷町 20.11112 -6.11112 -0.86091
また，残差出力に関する表が以下に示す表 4.3-2である． 
 
表 4.3-2 予測値，残差，標準残差に関する表（パターン 2） 
 
表 4.3-2における予測値は重回帰分析 
                       の結果を元に導き出した値のことで，
県庁所在地率を予測したものである． 
                       また，残差は県庁所在地率の実測値と
重回帰分析によって推定された予測値
との差分を表した値のことである．す
なわち，残差が 0に近いほど正確であ
るといえ，逆に残差が 0から離散して
いくほど不正確になっていくといえる．
次頁では残差を降順で並べた表を記載
する． 
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市町村コード 市町村名 残差 実測値（％） 予測値（％）
9345 芳賀町 27.588046 46 18.411954
11219 上尾市 11.359364 22 10.640636
9386 高根沢町 9.9289767 30 20.071023
12228 四街道市 9.8426094 26 16.157391
11238 蓮田市 9.7032209 21 11.296779
12213 東金市 8.6975957 18 9.3024043
12402 大網白里町 8.1071909 19 10.892809
9301 上三川町 7.8609328 27 19.139067
8310 城里町 7.8301801 25 17.16982
12210 茂原市 7.5392197 15 7.4607803
19384 昭和町 7.0224272 31 23.977573
8302 茨城町 6.9350647 29 22.064935
12219 市原市 6.0703742 18 11.929626
11445 白岡町 5.8868436 16 10.113156
14130 川崎市 4.3568056 12 7.6431944
9214 さくら市 4.1344554 22 17.865545
12230 八街市 4.04178 15 10.95822
10345 吉岡町 4.0059344 25 20.994066
14201 横須賀市 3.6009172 22 18.399083
11214 春日部市 2.9781588 12 9.0218412
8309 大洗町 2.8696394 22 19.130361
19214 中央市 1.8505809 24 22.149419
9361 壬生町 1.3790866 19 17.620913
19210 甲斐市 0.8091376 24 23.190862
8226 那珂市 -0.159967 18 18.159967
9205 鹿沼市 -0.340827 19 19.340827
9384 塩谷町 -0.358134 14 14.358134
9206 日光市 -0.772782 13 13.772782
8216 笠間市 -1.250572 17 18.250572
14205 藤沢市 -1.535682 18 19.535682
14204 鎌倉市 -1.649147 21 22.649147
19211 笛吹市 -1.796365 21 22.796365
11203 川口市 -1.846868 7 8.8468676
12212 佐倉市 -1.861671 9 10.861671
12216 習志野市 -2.258631 11 13.258631
11201 川越市 -2.402776 5 7.4027757
9209 真岡市 -2.403558 14 16.403558
14213 大和市 -2.666793 20 22.666793
10208 渋川市 -3.216716 15 18.216716
9216 下野市 -3.777768 13 16.777768
14208 逗子市 -3.983285 20 23.983285
8221 ひたちなか市 -4.359198 14 18.359198
11222 越谷市 -4.37944 5 9.3794397
10464 玉村町 -5.061848 14 19.061848
12221 八千代市 -5.458198 7 12.458198
10206 沼田市 -5.626122 4 9.6261221
10204 伊勢崎市 -5.905077 10 15.905077
19346 市川三郷町 -6.111122 14 20.111122
10448 昭和村 -6.310689 4 10.310689
19205 山梨市 -6.516123 14 20.516123
10202 高崎市 -6.843549 10 16.843549
11224 戸田市 -6.867715 9 15.867715
11223 蕨市 -6.991993 10 16.991993
10203 桐生市 -8.215454 4 12.215454
19430 富士河口湖町 -9.04995 2 11.04995
19209 北杜市 -10.69194 6 16.691937
11227 朝霞市 -10.84868 3 13.848677
11235 富士見市 -11.03431 3 14.034314
11228 志木市 -11.84559 4 15.845594
以下に示す表 4.3-3が残差を降順で並べた表である． 
 
表 4.3-3 残差，実測値，予測値に関する表（残差降順）（パターン 2） 
 
次頁から残差を降順に並べた時の 
上位，下位 5位ずつをピックアッ 
プし，分析結果を考察していく． 
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 芳賀町（栃木県） 
 
 重回帰分析結果の P－値から，県庁所在地率（目的変数）と東京都からの距離（説明変数
1），各県の主要都市からの距離（説明変数 2），各県庁の所得（説明変数 3），各市町村の所
得（説明変数 4）は，ともに P－値が 0.05 未満であるので，県庁所在地率については全体
的にあてはまりがよいということがわかった．したがって，東京都からの距離（説明変数 1），
各県の主要都市からの距離（説明変数 2），各県庁の所得（説明変数 3），各市町村の所得（説
明変数 4）について見ていく． 
 
市町村 
コード 
市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要
都市からの
距離 
（km） 
各県庁の 
所得 
（千円） 
各市町村の
所得 
（千円） 
9345 芳賀町 5位／7位 
（昇順） 
4位／10位 
（県内） 
（昇順） 
4位／7位 
（降順） 
9位／10位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 神奈川県の所得：6781947352000 円 
 埼玉県の所得 ：2101142031000 円 
 千葉県の所得 ：1562537127000 円 
 栃木県の所得 ：751831065000 円 
 群馬県の所得 ：456385030000 円 
 茨城県の所得 ：376013251000 円 
 山梨県の所得 ：256753002000 円
 
栃木県の東京都からの距離は 5 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“遠い”といえる． 
次に，芳賀町の栃木県庁所在地からの距離は県内で 4 位／10 位（昇順）であるので，2
点間の距離は比較的“近い”といえる． 
次に，栃木県の所得は 4 位／7 位（降順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位で大別
できるため，所得水準が“高水準”，“低水準”の 2 つの基準で考えると，栃木県の所得は
“低水準”といえる． 
最後に，芳賀町の所得は県内で 9 位／10 位（降順）であるので，芳賀町の所得は比較的
“低水準”であるといえる． 
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 上尾市（埼玉県） 
 
芳賀町（栃木県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各県庁の所得（説明変数 3），各市町村の所得（説明変数 4）につ
いて見ていく． 
 
市町村 
コード 
市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要
都市からの
距離 
（km） 
各県庁の 
所得 
（千円） 
各市町村の
所得 
（千円） 
11219 上尾市 1位／7位 
（昇順） 
7位／12位 
（県内） 
（昇順） 
2位／7位 
（降順） 
4位／12位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 神奈川県の所得：6781947352000 円 
 埼玉県の所得 ：2101142031000 円 
 千葉県の所得 ：1562537127000 円 
 栃木県の所得 ：751831065000 円 
 群馬県の所得 ：456385030000 円 
 茨城県の所得 ：376013251000 円 
 山梨県の所得 ：256753002000 円
 
埼玉県の東京都からの距離は 1 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“近い”といえる． 
次に，上尾市の埼玉県庁所在地からの距離は県内で 7 位／12 位（昇順）であるので，2
点間の距離は比較的“遠い”といえる． 
次に，埼玉県の所得は 2 位／7 位（降順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位で大別
できるため，所得水準が“高水準”，“低水準”の 2 つの基準で考えると，埼玉県の所得は
“高水準”といえる． 
最後に，上尾市の所得は県内で 4 位／12 位（降順）であるので，上尾市の所得は比較的
“高水準”であるといえる． 
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 高根沢町（栃木県） 
 
芳賀町（栃木県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各県庁の所得（説明変数 3），各市町村の所得（説明変数 4）につ
いて見ていく． 
 
市町村 
コード 
市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要
都市からの
距離 
（km） 
各県庁の 
所得 
（千円） 
各市町村の
所得 
（千円） 
9386 高根沢町 5位／7位 
（昇順） 
1位／10位 
（県内） 
（昇順） 
4位／7位 
（降順） 
7位／10位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 神奈川県の所得：6781947352000 円 
 埼玉県の所得 ：2101142031000 円 
 千葉県の所得 ：1562537127000 円 
 栃木県の所得 ：751831065000 円 
 群馬県の所得 ：456385030000 円 
 茨城県の所得 ：376013251000 円 
 山梨県の所得 ：256753002000 円
 
栃木県の東京都からの距離は 5 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“遠い”といえる． 
次に，高根沢町の栃木県庁所在地からの距離は県内で 1位／10位（昇順）であるので，2
点間の距離は比較的“近い”といえる． 
次に，栃木県の所得は 4 位／7 位（降順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位で大別
できるため，所得水準が“高水準”，“低水準”の 2 つの基準で考えると，栃木県の所得は
“低水準”といえる． 
最後に，高根沢町の所得は県内で 7 位／10 位（降順）であるので，高根沢町の所得は比
較的“低水準”であるといえる． 
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 四街道市（千葉県） 
 
芳賀町（栃木県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各県庁の所得（説明変数 3），各市町村の所得（説明変数 4）につ
いて見ていく． 
 
市町村 
コード 
市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要
都市からの
距離 
（km） 
各県庁の 
所得 
（千円） 
各市町村の
所得 
（千円） 
12228 四街道市 3位／7位 
（昇順） 
1位／9位 
（県内） 
（昇順） 
3位／7位 
（降順） 
5位／9位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 神奈川県の所得：6781947352000 円 
 埼玉県の所得 ：2101142031000 円 
 千葉県の所得 ：1562537127000 円 
 栃木県の所得 ：751831065000 円 
 群馬県の所得 ：456385030000 円 
 茨城県の所得 ：376013251000 円 
 山梨県の所得 ：256753002000 円
 
千葉県の東京都からの距離は 3 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“近い”といえる． 
次に，四街道市の千葉県庁所在地からの距離は県内で 1 位／9 位（昇順）であるので，2
点間の距離は比較的“近い”といえる． 
次に，千葉県の所得は 3 位／7 位（降順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位で大別
できるため，所得水準が“高水準”，“低水準”の 2 つの基準で考えると，千葉県の所得は
“高水準”といえる． 
最後に，四街道市の所得は県内で 5位／9位（降順）であるが，上位 4市町村と大きな差
があるので，四街道市の所得は比較的“低水準”であるといえる． 
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 蓮田市（埼玉県） 
 
芳賀町（栃木県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各県庁の所得（説明変数 3），各市町村の所得（説明変数 4）につ
いて見ていく． 
 
市町村 
コード 
市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要
都市からの
距離 
（km） 
各県庁の 
所得 
（千円） 
各市町村の
所得 
（千円） 
11238 蓮田市 1位／7位 
（昇順） 
9位／12位 
（県内） 
（昇順） 
2位／7位 
（降順） 
11位／12位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 神奈川県の所得：6781947352000 円 
 埼玉県の所得 ：2101142031000 円 
 千葉県の所得 ：1562537127000 円 
 栃木県の所得 ：751831065000 円 
 群馬県の所得 ：456385030000 円 
 茨城県の所得 ：376013251000 円 
 山梨県の所得 ：256753002000 円
 
埼玉県の東京都からの距離は 1 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“近い”といえる． 
次に，蓮田市の埼玉県庁所在地からの距離は県内で 9 位／12 位（昇順）であるので，2
点間の距離は比較的“遠い”といえる． 
次に，埼玉県の所得は 2 位／7 位（降順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位で大別
できるため，所得水準が“高水準”，“低水準”の 2 つの基準で考えると，埼玉県の所得は
“高水準”といえる． 
最後に，蓮田市の所得は県内で 11位／12位（降順）であるので，蓮田市の所得は比較的
“低水準”であるといえる． 
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 東京都からの 
距離 
（km） 
各県の主要都市 
からの距離 
（km） 
各県庁の 
所得 
（千円） 
各市町村の 
所得 
（千円） 
芳賀町 
（栃木県） 
遠い 近い 低水準 低水準 
上尾市 
（埼玉県） 
近い 遠い 高水準 高水準 
高根沢町 
（栃木県） 
遠い 近い 低水準 低水準 
四街道市 
（千葉県） 
近い 近い 高水準 低水準 
蓮田市 
（埼玉県） 
近い 遠い 高水準 低水準 
 
上にパターン 2 における残差の上位 5 位の分析結果のまとめを示した．重回帰分析の結
果，パターン 2の場合，東京都からの距離が“近い”，各県の主要都市からの距離が“近い”，
各県庁の所得が“高水準”，各市町村の所得が“低水準”であるとき，残差が正方向に大き
くなる可能性が高いということがわかった． 
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 志木市（埼玉県） 
 
芳賀町（栃木県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各県庁の所得（説明変数 3），各市町村の所得（説明変数 4）につ
いて見ていく． 
 
市町村 
コード 
市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要
都市からの
距離 
（km） 
各県庁の 
所得 
（千円） 
各市町村の
所得 
（千円） 
11228 志木市 1位／7位 
（昇順） 
3位／12位 
（県内） 
（昇順） 
2位／7位 
（降順） 
9位／12位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 神奈川県の所得：6781947352000 円 
 埼玉県の所得 ：2101142031000 円 
 千葉県の所得 ：1562537127000 円 
 栃木県の所得 ：751831065000 円 
 群馬県の所得 ：456385030000 円 
 茨城県の所得 ：376013251000 円 
 山梨県の所得 ：256753002000 円
 
埼玉県の東京都からの距離は 1 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“近い”といえる． 
次に，志木市の埼玉県庁所在地からの距離は県内で 3 位／12 位（昇順）であるので，2
点間の距離は比較的“近い”といえる． 
次に，埼玉県の所得は 2 位／7 位（降順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位で大別
できるため，所得水準が“高水準”，“低水準”の 2 つの基準で考えると，埼玉県の所得は
“高水準”といえる． 
最後に，志木市の所得は県内で 9 位／12 位（降順）であるので，志木市の所得は比較的
“低水準”であるといえる． 
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 富士見市（埼玉県） 
 
芳賀町（栃木県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各県庁の所得（説明変数 3），各市町村の所得（説明変数 4）につ
いて見ていく． 
 
市町村 
コード 
市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要
都市からの
距離 
（km） 
各県庁の 
所得 
（千円） 
各市町村の
所得 
（千円） 
11235 富士見市 1位／7位 
（昇順） 
6位／12位 
（県内） 
（昇順） 
2位／7位 
（降順） 
8位／12位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 神奈川県の所得：6781947352000 円 
 埼玉県の所得 ：2101142031000 円 
 千葉県の所得 ：1562537127000 円 
 栃木県の所得 ：751831065000 円 
 群馬県の所得 ：456385030000 円 
 茨城県の所得 ：376013251000 円 
 山梨県の所得 ：256753002000 円
 
埼玉県の東京都からの距離は 1 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“近い”といえる． 
次に，富士見市の埼玉県庁所在地からの距離は県内で 6位／12位（昇順）であるので，2
点間の距離は比較的“近い”といえる． 
次に，埼玉県の所得は 2 位／7 位（降順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位で大別
できるため，所得水準が“高水準”，“低水準”の 2 つの基準で考えると，埼玉県の所得は
“高水準”といえる． 
最後に，富士見市の所得は県内で 8 位／12 位（降順）であるので，富士見市の所得は比
較的“低水準”であるといえる． 
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 朝霞市（埼玉県） 
 
芳賀町（栃木県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各県庁の所得（説明変数 3），各市町村の所得（説明変数 4）につ
いて見ていく． 
 
市町村 
コード 
市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要
都市からの
距離 
（km） 
各県庁の 
所得 
（千円） 
各市町村の
所得 
（千円） 
11227 朝霞市 1位／7位 
（昇順） 
5位／12位 
（県内） 
（昇順） 
2位／7位 
（降順） 
6位／12位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 神奈川県の所得：6781947352000 円 
 埼玉県の所得 ：2101142031000 円 
 千葉県の所得 ：1562537127000 円 
 栃木県の所得 ：751831065000 円 
 群馬県の所得 ：456385030000 円 
 茨城県の所得 ：376013251000 円 
 山梨県の所得 ：256753002000 円
 
埼玉県の東京都からの距離は 1 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“近い”といえる． 
次に，朝霞市の埼玉県庁所在地からの距離は県内で 5 位／12 位（昇順）であるので，2
点間の距離は比較的“近い”といえる． 
次に，埼玉県の所得は 2 位／7 位（降順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位で大別
できるため，所得水準が“高水準”，“低水準”の 2 つの基準で考えると，埼玉県の所得は
“高水準”といえる． 
最後に，朝霞市の所得は県内で 6 位／12 位（降順）であるので，朝霞市の所得は比較的
“高水準”であるといえる． 
 
 
 
第 4章 分析結果 
 
48 
 
 北杜市（山梨県） 
 
芳賀町（栃木県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各県庁の所得（説明変数 3），各市町村の所得（説明変数 4）につ
いて見ていく． 
 
市町村 
コード 
市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要
都市からの
距離 
（km） 
各県庁の 
所得 
（千円） 
各市町村の
所得 
（千円） 
19209 北杜市 7位／7位 
（昇順） 
7位／8位 
（県内） 
（昇順） 
7位／7位 
（降順） 
3位／8位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 神奈川県の所得：6781947352000 円 
 埼玉県の所得 ：2101142031000 円 
 千葉県の所得 ：1562537127000 円 
 栃木県の所得 ：751831065000 円 
 群馬県の所得 ：456385030000 円 
 茨城県の所得 ：376013251000 円 
 山梨県の所得 ：256753002000 円
 
山梨県の東京都からの距離は 7 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“遠い”といえる． 
次に，北杜市の山梨県庁所在地からの距離は県内で 7位／8位（昇順）であるので，2点
間の距離は比較的“遠い”といえる． 
次に，山梨県の所得は 7 位／7 位（降順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位で大別
できるため，所得水準が“高水準”，“低水準”の 2 つの基準で考えると，山梨県の所得は
“低水準”といえる． 
最後に，北杜市の所得は県内で 3位／8位（降順）であるので，北杜市の所得は比較的“高
水準”であるといえる． 
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 富士河口湖町（山梨県） 
 
芳賀町（栃木県）の例にならって，東京都からの距離（説明変数 1），各県の主要都市か
らの距離（説明変数 2），各県庁の所得（説明変数 3），各市町村の所得（説明変数 4）につ
いて見ていく． 
 
市町村 
コード 
市町村名 東京都からの
距離 
（km） 
各県の主要
都市からの
距離 
（km） 
各県庁の 
所得 
（千円） 
各市町村の
所得 
（千円） 
19430 富士河口湖町 7位／7位 
（昇順） 
8位／8位 
（県内） 
（昇順） 
7位／7位 
（降順） 
6位／8位 
（県内） 
（降順） 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 神奈川県の所得：6781947352000 円 
 埼玉県の所得 ：2101142031000 円 
 千葉県の所得 ：1562537127000 円 
 栃木県の所得 ：751831065000 円 
 群馬県の所得 ：456385030000 円 
 茨城県の所得 ：376013251000 円 
 山梨県の所得 ：256753002000 円
 
山梨県の東京都からの距離は 7 位／7 位（昇順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位
で大別できるため，東京都から“近い”，“遠い”の 2 つの基準で考えると，東京都からは
“遠い”といえる． 
次に，富士河口湖町の山梨県庁所在地からの距離は県内で 8位／8位（昇順）であるので，
2点間の距離は比較的“遠い”といえる． 
次に，山梨県の所得は 7 位／7 位（降順）であるが，上記の通り 1~3 位，4~7 位で大別
できるため，所得水準が“高水準”，“低水準”の 2 つの基準で考えると，山梨県の所得は
“低水準”といえる． 
最後に，富士河口湖町の所得は県内で 6位／8位（降順）であるので，富士河口湖町の所
得は比較的“低水準”であるといえる． 
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 東京都からの 
距離 
（km） 
各県の主要都市 
からの距離 
（km） 
各県庁の 
所得 
（千円） 
各市町村の 
所得 
（千円） 
志木市 
（埼玉県） 
近い 近い 高水準 低水準 
富士見市 
（埼玉県） 
近い 近い 高水準 低水準 
朝霞市 
（埼玉県） 
近い 近い 高水準 高水準 
北杜市 
（山梨県） 
遠い 遠い 低水準 高水準 
富士河口湖町 
（山梨県） 
遠い 遠い 低水準 低水準 
 
上にパターン 2 における残差の下位 5 位の分析結果のまとめを示した．重回帰分析の結
果，パターン 2の場合，東京都からの距離が“近い”，各県の主要都市からの距離が“近い”，
各県庁の所得が“高水準”，各市町村の所得が“低水準”であるとき，残差が負方向に大き
くなる可能性が高いということがわかった． 
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4.4  重回帰分析結果（パターン 3） 
 
パターン 3は以下に示す通りに目的変数（被説明変数）と説明変数をとる． 
 
○目的変数（被説明変数）：その他率 
2章でも述べた通り，市町村の所得データと通勤データを用いて作成した都市間所得分配
データより，その他率を目的変数（被説明変数）として扱う． 
 
○説明変数 1：東京都からの距離 
 距離的要因として考えられる“東京都からの距離”を説明変数 1 として用いる．本研究
では，“東京都からの距離”は“東京都庁から各県庁までの距離”として扱う． 
 
○説明変数 2：各県の主要都市からの距離 
 距離的要因として考えられる“各県の主要都市からの距離”を説明変数 2として用いる．
本研究では，“各県の主要都市からの距離”は“各県庁から各市町村役場までの距離”とし
て扱う． 
 
○説明変数 3：各県庁の所得 
 都市の規模的要因として考えられる“各県庁の所得”を説明変数 3 として用いる．本研
究では，“各県庁の所得”は“各県庁の課税対象所得”として扱う． 
 
○説明変数 4：各市町村の所得 
 都市の規模的要因として考えられる“各市町村の所得”を説明変数 4 として用いる．本
研究では，“各市町村の所得”は“各市町村の課税対象所得”として扱う． 
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以下にパターン 3で重回帰分析を行った結果を貼付する． 
 
表 4.4-1 重回帰分析結果（パターン 3） 
 
 
表 4.4-1 から P－値に着目すると，東京都からの距離（説明変数 1），各県庁の所得（説明
変数 3）は P－値が 0.05未満であるのに対し，各県の主要都市からの距離（説明変数 2），
各市町村の所得（説明変数 4）は P－値がそれぞれ 0.064283，0.19389 であるので，その
他率（目的変数）と各県の主要都市からの距離（説明変数 2），各市町村の所得（説明変数
4）との相関関係は希薄であるといえる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
係数 標準誤差 t P-値 下限 95% 上限 95% 下限 95.0% 上限 95.0%
切片 61.1638 4.480795 13.65021 3.8E-19 52.18034 70.14725 52.18034 70.14725
東京都からの距離（km） -0.24254 0.037793 -6.41752 3.63E-08 -0.31831 -0.16677 -0.31831 -0.16677
各県の主要都市からの距離（km） -0.31483 0.166674 -1.88888 0.064283 -0.64899 0.019333 -0.64899 0.019333
各県庁の所得（千円） -1.9E-09 9.41E-10 -2.03867 0.046392 -3.8E-09 -3.2E-11 -3.8E-09 -3.2E-11
各市町村の所得（千円） -5E-09 3.83E-09 -1.31553 0.19389 -1.3E-08 2.64E-09 -1.3E-08 2.64E-09
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市町村名 予測値 残差 標準残差
笠間市 28.71112 -4.71112 -0.56795
ひたちなか市 28.85582 -6.85582 -0.8265
那珂市 28.63561 8.364392 1.008363
茨城町 31.35001 -4.35001 -0.52441
大洗町 29.28846 -0.28846 -0.03478
城里町 27.91856 -0.91856 -0.11074
鹿沼市 28.998 -16.998 -2.04918
日光市 25.09257 -16.0926 -1.94003
真岡市 26.92866 -3.92866 -0.47362
高根沢町 29.46558 -8.46558 -1.02056
壬生町 27.75585 4.244153 0.51165
下野市 27.18646 6.81354 0.821401
上三川町 28.81269 2.187311 0.26369
芳賀町 28.2923 4.707698 0.567533
さくら市 27.92871 -2.92871 -0.35307
塩谷町 25.4534 9.546599 1.150883
高崎市 29.24815 -12.2481 -1.47657
伊勢崎市 28.46034 -4.46034 -0.53771
渋川市 29.99739 -8.99739 -1.08467
玉村町 30.56195 15.43805 1.861122
桐生市 25.82424 5.175756 0.623959
沼田市 23.96568 -2.96568 -0.35753
昭和村 24.41963 8.580365 1.034399
吉岡町 31.90178 6.098219 0.735166
上尾市 45.54259 -12.5426 -1.51206
川口市 44.57315 -6.57315 -0.79242
春日部市 44.40693 -2.40693 -0.29017
越谷市 44.74245 0.257554 0.031049
白岡町 45.03583 1.964169 0.236789
蓮田市 45.87516 -4.87516 -0.58772
川越市 43.36844 2.63156 0.317246
富士見市 47.82435 8.175653 0.985609
志木市 49.06949 9.930507 1.197164
朝霞市 47.72527 10.27473 1.238662
戸田市 49.13214 2.867858 0.345732
蕨市 49.86704 8.132956 0.980462
市原市 40.77187 -22.7719 -2.74524
四街道市 43.58383 -10.5838 -1.27592
習志野市 41.63312 10.36688 1.249771
佐倉市 39.96002 4.039982 0.487037
八千代市 41.08464 4.915356 0.592567
八街市 39.92066 4.079339 0.491781
東金市 38.75552 0.244479 0.029473
大網白里町 39.86411 -4.86411 -0.58639
茂原市 37.49424 -5.49424 -0.66235
川崎市 23.35029 10.64971 1.283867
横須賀市 29.79844 -13.7984 -1.66346
藤沢市 30.63846 0.361537 0.043585
大和市 32.63868 6.361316 0.766883
鎌倉市 32.62753 -3.62753 -0.43731
逗子市 33.42815 0.57185 0.068939
甲斐市 28.74509 -3.74509 -0.45149
山梨市 26.84472 2.155282 0.259828
中央市 27.9865 7.013501 0.845507
笛吹市 28.45926 -8.45926 -1.0198
北杜市 24.17528 -6.17528 -0.74446
昭和町 29.25752 11.74248 1.415605
富士河口湖町 20.21704 13.78296 1.661594
市川三郷町 26.54921 8.450795 1.018779
また，残差出力に関する表が以下に示す表 4.4-2である． 
 
表 4.4-2 予測値，残差，標準残差に関する表（パターン 3） 
 
表 4.4-2における予測値は重回帰分析 
                       の結果を元に導き出した値のことで，
その他率を予測したものである． 
                       また，残差はその他率の実測値と重回
帰分析によって推定された予測値との
差分を表した値のことである．すなわ
ち，残差が 0に近いほど正確であると
いえ，逆に残差が 0から離散していく
ほど不正確になっていくといえる．次
頁では残差を降順で並べた表を記載す
る． 
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市町村コード 市町村名 残差 実測値（％） 予測値（％）
10464 玉村町 15.438051 46 30.561949
19430 富士河口湖町 13.78296 34 20.21704
19384 昭和町 11.742481 41 29.257519
14130 川崎市 10.649708 34 23.350292
12216 習志野市 10.36688 52 41.63312
11227 朝霞市 10.274729 58 47.725271
11228 志木市 9.930507 59 49.069493
9384 塩谷町 9.5465995 35 25.453401
10448 昭和村 8.5803655 33 24.419635
19346 市川三郷町 8.4507946 35 26.549205
8226 那珂市 8.3643923 37 28.635608
11235 富士見市 8.1756531 56 47.824347
11223 蕨市 8.1329561 58 49.867044
19214 中央市 7.0135007 35 27.986499
9216 下野市 6.8135402 34 27.18646
14213 大和市 6.3613164 39 32.638684
10345 吉岡町 6.0982191 38 31.901781
10203 桐生市 5.175756 31 25.824244
12221 八千代市 4.9153556 46 41.084644
9345 芳賀町 4.7076976 33 28.292302
9361 壬生町 4.2441533 32 27.755847
12230 八街市 4.0793394 44 39.920661
12212 佐倉市 4.0399822 44 39.960018
11224 戸田市 2.8678575 52 49.132142
11201 川越市 2.63156 46 43.36844
9301 上三川町 2.1873112 31 28.812689
19205 山梨市 2.1552825 29 26.844718
11445 白岡町 1.9641686 47 45.035831
14208 逗子市 0.57185 34 33.42815
14205 藤沢市 0.3615371 31 30.638463
11222 越谷市 0.2575538 45 44.742446
12213 東金市 0.2444792 39 38.755521
8309 大洗町 -0.28846 29 29.28846
8310 城里町 -0.918561 27 27.918561
11214 春日部市 -2.406933 42 44.406933
9214 さくら市 -2.928709 25 27.928709
10206 沼田市 -2.965682 21 23.965682
14204 鎌倉市 -3.627531 29 32.627531
19210 甲斐市 -3.745092 25 28.745092
9209 真岡市 -3.928658 23 26.928658
8302 茨城町 -4.350014 27 31.350014
10204 伊勢崎市 -4.460341 24 28.460341
8216 笠間市 -4.711123 24 28.711123
12402 大網白里町 -4.864111 35 39.864111
11238 蓮田市 -4.875159 41 45.875159
12210 茂原市 -5.494239 32 37.494239
19209 北杜市 -6.175284 18 24.175284
11203 川口市 -6.573147 38 44.573147
8221 ひたちなか市 -6.855821 22 28.855821
19211 笛吹市 -8.45926 20 28.45926
9386 高根沢町 -8.465582 21 29.465582
10208 渋川市 -8.99739 21 29.99739
12228 四街道市 -10.58383 33 43.583826
10202 高崎市 -12.24815 17 29.248149
11219 上尾市 -12.54259 33 45.542591
14201 横須賀市 -13.79844 16 29.798437
9206 日光市 -16.09257 9 25.092571
9205 鹿沼市 -16.998 12 28.997999
12219 市原市 -22.77187 18 40.771868
以下に示す表 4.4-3が残差を降順で並べた表である． 
 
表 4.4-3 残差，実測値，予測値に関する表（残差降順）（パターン 3） 
 
次頁から残差を降順に並べた時の 
上位，下位 5位ずつをピックアッ 
プし，分析結果を考察していく． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 4章 分析結果 
55 
 
表 4.4-1から，パターン 3の場合，その他率（目的変数）と都道府県単位での相関関係は
認められるが，市町村単位での相関関係は希薄であるといえる．したがって，パターン 3
については，その他率（目的変数）と都道府県単位での関係性についてのみ考察を行う． 
表 4.4-3から，残差を降順に並べた時の上位，下位 5位はそれぞれ以下のようになる． 
 
市町村コード 市町村名 残差 
10464 玉村町（群馬県） 15.438051 
19430 富士河口湖町（山梨県） 13.78296 
19384 昭和町（山梨県） 11.742481 
14130 川崎市（神奈川県） 10.649708 
12216 習志野市（千葉県） 10.36688 
 
市町村コード 市町村名 残差 
12219 市原市（千葉県） -22.77187 
9205 鹿沼市（栃木県） -16.998 
9206 日光市（栃木県） -16.09257 
14201 横須賀市（神奈川県） -13.79844 
11219 上尾市（埼玉県） -12.54259 
 
また，東京都からの距離（説明変数 1），各県庁の所得（説明変数 3）は，それぞれ以下
のようになる． 
 
 埼玉県と東京都との距離 ：21.3 km 
 神奈川県と東京都との距離：30.8 km 
 千葉県と東京都との距離 ：45.4 km 
 群馬県と東京都との距離 ：105 km 
 栃木県と東京都との距離 ：107 km 
 茨城県と東京都との距離 ：110 km 
 山梨県と東京都との距離 ：122 km 
 神奈川県の所得：6781947352000 円 
 埼玉県の所得 ：2101142031000 円 
 千葉県の所得 ：1562537127000 円 
 栃木県の所得 ：751831065000 円 
 群馬県の所得 ：456385030000 円 
 茨城県の所得 ：376013251000 円 
 山梨県の所得 ：256753002000 円
 
 ここで，都道府県単位で着目すると，残差を降順に並べた時の上位，下位 5 位には，茨
城県以外の全ての都道府県が入ってくる．したがって，東京都からの距離（説明変数 1），
各県庁の所得（説明変数 3）については，それぞれ“近い，遠い”，“高水準，低水準”とい
った傾向を把握することは難しいといえる． 
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4.5  総括 
 
 4章では，3つのパターン毎の重回帰分析結果および考察を示した． 
その結果によると，パターン 1では，東京都からの距離が“遠い”，各県の主要都市から
の距離が“近い”，各市町村の所得が“高水準”であるとき，残差が正方向に大きくなる可
能性が高いことがわかり，東京都からの距離が“遠い”，各県の主要都市からの距離が“近
い”，各市町村の所得が“低水準”であるとき，残差が負方向に大きくなる可能性が高いと
いうことがわかった． 
パターン 2 では，東京都からの距離が“近い”，各県の主要都市からの距離が“近い”，
各県庁の所得が“高水準”，各市町村の所得が“低水準”であるとき，残差が正負方向とも
に大きくなる可能性が高いということがわかった． 
パターン 3では，4.4でも述べた通り，その他率（目的変数）と市町村的要素との相関関
係が希薄であることが P－値より読み取れたので，その他率（目的変数）と都道府県的要素
のみの分析考察となったため，傾向を把握することは難しいという結論に至った． 
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5.1  結論 
 
本研究では，都市間所得分配の特性を把握するために，関東エリア（山梨県を含む）の7
県59市町村について，重回帰分析を行った． 
まず，都市間所得分配のデータは公式には整備されていなかったので，都市間所得分配
データを作成する必要があった．本研究では，総務省統計局が発行している“統計でみる
市区町村のすがた”から収集した平成22年度の各市町村の課税対象所得のデータを市町村
の所得データ，総務省統計局が発行している“国勢調査 従業地・通学地集計 従業地・
通学地による人口・産業等集計”から収集した平成22年度の各市町村の15歳以上就業者の
データを市町村の通勤データとして扱った．この2つのデータから都市間所得分配データを
推定する．推定手法としては，市町村の所得データを通勤データの比率で分配するという
方法を用い，ここから導き出されるデータを都市間所得分配データとした． 
上記の手法で導き出された都市間所得分配データを用いて，3つのパターン毎に重回帰分
析および考察を行った．その結果，パターン1では，栃木県，群馬県，茨城県等の北関東地
域は自市町村率が高めであるように見受けられた．これはこれらの地域が都心から遠いエ
リアであるということが理由として考えられる．さらに詳細に見ていくと，自市町村率に
ついては各県庁の所得との相関関係はあまり見られないということがわかった．パターン2
では，県庁からの距離が近い地域の方が県庁所在地率は高めになる傾向が見られた．さら
に詳細に見ていくと，県庁所在地率に関しては他のパターンと比べて全体的にあてはまり
がよいことがわかった．パターン3では，埼玉県，千葉県，神奈川県がその他率は高くなり
がちな傾向が見受けられ，理由としては東京のベッドタウンであるため都心に働きに出る
労働者が多いこと等が考えられる．さらに詳細に見ていくと，その他率については各市町
村の所得との相関関係は弱いということが見受けられた． 
以上のことから，都市間所得分配は概ね東京都庁から各県庁までの距離，各県庁から各
市町村役場までの距離，各県庁の課税対象所得，各市町村の課税対象所得の4つの項目と相
関関係があるといえ，例外として自市町村率については各県庁の課税対象所得，その他率
については各市町村の課税対象所得との相関関係は希薄であるということが判明した． 
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5.2  今後の課題 
 
 本研究では，都市間所得分配の特性について概ね把握することができたが，場合によっ
ては一概には言い切れないような部分も見受けられた．この理由については，分析で用い
た変数の種類がまだ少ないこと等が考えられ，今後はさらに変数の種類を増やしたりする
ことで，より精微な傾向分析を行うことが必要といえる． 
 また，本研究では，対象エリアを関東エリア（山梨県を含む）の 7県 59市町村としたが，
今後はさらに対象エリアを広げて全国規模の分析を行っていく必要があるといえる． 
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務省 統計局 
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